
本
特
集
は
、
今
世
紀
に
入
り
東
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
（Free Trade A

greem
ent

＝
自
由

貿
易
協
定
）
の
動
き
が
活
発
化
し
、
東
ア
ジ
ア
Ｆ

Ｔ
Ａ
構
想
も
生
ま
れ
て
く
る
中
で
、
近
い
将
来
、

日
中
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
し
て
の
具
体
的
な
政
府
間

交
渉
も
開
始
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
観
点
か
ら
、

現
実
の
日
中
経
済
関
係
、
特
に
貿
易
に
関
す
る
実

態
把
握
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
二
○
○
七

年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
ア
ジ
研
選
書
『
東
ア
ジ
ア

Ｆ
Ｔ
Ａ
と
日
中
貿
易
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
構
成
は
、
ま
ず
本
稿
で
日
中
間
の
貿
易

構
造
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
以
下
、
先
行
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

五
カ
国
を
合
わ
せ
た
地
域
を
指
す
）
と
の
関
係
で

俯
瞰
す
る
。
続
く
各
稿
で
は
、
日
中
間
の
分
業
関

係
、
中
国
の
対
外
経
済
政
策
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
の

約
束
条
項
の
履
行
状
況
を
紹
介
し
、
日
中
間
貿
易

の
自
由
化
に
横
た
わ
る
問
題
点
を
つ
ま
び
ら
か
に

す
る
。
そ
う
し
て
仮
に
日
中
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
成
立
し
た

場
合
の
両
国
に
与
え
る
経
済
効
果
の
計
量
的
分
析

結
果
を
し
め
す
。
最
後
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

主
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
・
締
結
の
動
き
を
概
説
す
る
。

●
日
中
貿
易
自
由
化
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

の
関
係
で
み
る
背
景

欧
米
諸
国
が
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
と
い
う
地
域
経
済
統

合
の
形
で
す
で
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
進
捗
さ
せ
て
い
る
の

に
比
べ
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
そ
の
動
き
が
遅
か
っ

た
の
は
、
こ
の
地
域
で
は
活
発
な
貿
易
・
投
資
活

動
に
よ
っ
て
自
然
発
生
的
に
経
済
統
合
が
形
成
さ

れ
て
き
た
（「
事
実
上
の
経
済
統
合
」）
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
各
国
政
府
に
よ
る
貿
易
・
投
資
の

自
由
化
に
対
す
る
取
り
組
み
も
概
ね
多
国
間
交
渉

を
基
本
と
し
た
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
（
ア
セ
ア
ン
自
由
貿
易
地
域
）
は
そ
の
例
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
自
然
発
生
的
な
経

済
統
合
は
、
各
国
間
の
労
働
賃
金
の
違
い
な
ど
東

ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
の
違
い
を
利
用
し
て
構

築
さ
れ
た
面
も
大
き
く
、
円
滑
な
貿
易
・
投
資
促

進
の
た
め
の
制
度
作
り
な
ど
に
関
し
て
は
、
多
国

間
協
議
で
は
調
整
し
に
く
い
事
項
も
多
く
存
在
す

る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
で
は
他
の
経
済
統
合
圏
の

域
外
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
と
考

え
る
国
々
も
多
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
起
因

し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
（
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ

Ａ
＝
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
機
運
の
高
ま
り
と
同
時
に
、

各
国
と
も
ま
ず
二
国
間
（
あ
る
い
は
国
・
地
域

間
）
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
進
す
る

と
い
う
動
き
に
な
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ 

な
ど
の

積
み
重
ね
で
構
築
さ
れ
て
い
く
方
向
に
あ
る
が
、

そ
の
中
で
核
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
が
す
で
に
自

由
貿
易
地
域
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
完
成
さ
せ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
東
ア
ジ
ア
の

事
実
上
の
経
済
統
合
を
加
速
さ
せ
た
立
役
者
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
む

け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
が
中
国
で
あ
っ
た
。

中
国
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
中
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
＝
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
二
○
○
二
年

一
一
月
に
枠
組
協
定
に
つ
い
て
合
意
し
た
後
、
二

○
○
五
年
に
は
物
品
の
貿
易
に
関
す
る
協
定
の
発

効
と
関
税
引
き
下
げ
開
始
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
、

日
本
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
二

○
○
三
年
に
枠
組
み
協
定
に
合
意
し
二
○
○
五
年

四
月
に
交
渉
を
開
始
し
て
、
二
○
○
七
年
五
月
Ｅ

Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
の
締
結
に
大
枠
合
意
し
、

一
一
月
の
署
名
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
形
成
に
お
い
て
経
済

全
体
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
八
割
を
占
め
る
日
本
と
中
国
が
主
要
な
役
割
を

果
た
す
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
現

在
の
両
国
間
に
は
難
し
い
問
題
も
存
在
す
る
が
、

特
集
／
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
進
捗
と
日
中
貿
易
自
由
化
の
行
方

特
集
に
あ
た
っ
て
─
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
日
中
貿
易

特集／東アジアFTAの進捗と日中貿易自由化の行方

玉
村
千
治
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る
貿
易
の
流
れ
を
二
一
部
門
で
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
三
地
域
間
の
貿
易
総
額
は
お
よ
そ
四
七

四
○
億
ド
ル
で
、
そ
の
半
分
に
あ
た
る
二
三
○
○

億
ド
ル
が
部
品
を
含
む
機
械
・
電
気
機
器
類
で
あ

る
。
第
二
位
の
卑
金
属
製
品
で
も
一
○
％
に
満
た

な
い
。
こ
の
表
を
参
考
に
各
地
域
間
の
貿
易
構
造

の
特
徴
を
表
現
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
貿
易
は
、
約
一
九
○
億
ド
ル
と

中
国
の
入
超
で
あ
る
。
双
方
と
も
機
械
・
電
気
機

器
の
輸
入
が
大
き
く
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
約
六
○

％
近
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
が
、
額
で
見
る
と
中
国

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
依
存
し
て
い
る
形
で
あ
る
。
ま

た
、
鉱
物
性
生
産
品
を
は
じ
め
と
し
、
動
植
物
性

油
脂
、
木
材
・
木
炭
、
木
材
パ
ル
プ
な
ど
も
中
国

の
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
輸
入
が
相
対
的
に
大
き
い
部
門

で
あ
り
、
中
国
は
天
然
資
源
部
門
で
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
依
存
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
貿
易
は
、
約
九
○
億
ド
ル
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
入
超
で
あ
る
。
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
同

様
に
機
械
・
電
気
機
器
の
貿
易
が
大
き
い
が
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
対
日
輸
入
総
額
の
五
六
％
に
達
す
る

の
に
対
し
日
本
は
三
七
％
で
あ
り
違
い
は
大
き
い
。

日
本
は
機
械
・
電
気
機
器
等
の
工
業
製
品
部
門
で

優
位
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
一
次
産
品
関
連
部
門
で

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

日
中
貿
易
は
両
国
と
も
輸
入
総
額
が
一
○
○
○

億
ド
ル
超
で
、
日
本
が
若
干
の
入
超
で
あ
る
。
こ

の
二
国
間
も
機
械
・
電
気
機
器
の
輸
入
シ
ェ
ア
が

大
き
い
が
、
日
本
の
約
三
五
％
に
対
し
中
国
は
五

○
％
超
で
あ
り
、
中
国
の
輸
入
は
金
額
で
も
日
本

を
大
き
く
上
回
る
。
紡
織
用
繊
維
・
製
品
で
は
日

本
は
大
き
な
入
超
を
記
録
し
て
お
り
、
一
次
産
品

お
よ
び
そ
の
加
工
品
部
門
に
お
い
て
も
貿
易
額
は

小
さ
い
が
入
超
と
な
っ
て
い
る
。

日
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
貿
易
は
機
械
・
電
気
機
器

の
相
互
貿
易
が
活
発
で
あ
り
、
特
に
中
国
へ
の
集

中
が
よ
り
大
き
い
こ
と
も
読
み
取
れ
よ
う
。

●
加
速
す
る
日
中
お
よ
び
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
貿
易

図
１
は
「
日
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
域
内
貿
易
に
占

め
る
各
国
地
域
間
の
貿
易
シ
ェ
ア
を
見
た
も
の
で

あ
る
。
観
察
一
五
年
間
で
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の

貿
易
シ
ェ
ア
は
半
減
し
た
の
に
対
し
、
中
国
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
間
は
三
倍
、
日
中
間
は
二
倍
と
な
っ
た
。

ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
も
緩
や
か
な
拡
大
を
見
せ

た
。
貿
易
総
額
自
体
は
ど
の
国
地
域
間
も
拡
大
し

て
い
る
が
、
特
に
加
速
し
た
の
が
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

間
お
よ
び
日
中
間
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
以
降
の

円
高
に
よ
る
輸
出
競
争
力
低
下
に
よ
る
日
本
企
業

の
第
三
国
輸
出
を
ね
ら
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出
は
、

部
品
を
日
本
か
ら
調
達
し
現
地
で
加
工
組
み
立
て

す
る
形
を
と
っ
た
た
め
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の
貿
易

の
密
度
は
他
に
比
し
て
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
（
共
通
効
果
特

恵
関
税
）
の
整
備
な
ど
貿
易
の
自
由
化
や
投
資
誘

致
策
の
進
捗
が
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
の
部

品
の
調
達
が
容
易
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
部
品

企
業
の
現
地
進
出
も
進
み
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の

シ
ェ
ア
が
相
対
的
に
減
少
す
る
の
と
相
ま
っ
て
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
貿
易
の
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
た
。
ほ

ぼ
同
時
期
に
中
国
が
改
革
開
放
政
策
の
加
速
期
に

入
り
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
急
成
長
に
伴
う

労
働
賃
金
の
高
騰
な
ど
の
要
因
も
手
伝
っ
て
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
日
系
企
業
の
中
国
移
転
も
含
む
巨
大

な
直
接
投
資
の
中
国
へ
の
流
入
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
日
中
間
貿
易
の
シ
ェ
ア
も
相
対
的
に

高
ま
っ
た
。
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
貿
易
も
次
第
に
高

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
よ
り
顕
著
に
な

っ
た
の
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
お
よ
び
Ａ
Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
物
品
貿
易
に
関
す
る
発
効
が
契
機
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
図
１
で
見
る
よ
う
に
二
○
○
○
年
か

ら
二
○
○
五
年
に
お
い
て
そ
の
シ
ェ
ア
は
倍
増
し

て
い
る
。
中
間
財
に
限
定
し
て
の
交
易
関
係
（
図

２
）
を
見
て
も
概
ね
同
様
の
動
き
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

●
輸
出
市
場
と
し
て
の
中
国
で
の
日
本

の
競
争
力
は
？

貿
易
・
投
資
を
通

じ
た
経
済
関
係
が

著
し
く
進
展
し
て

い
る
こ
と
は
誰
の

目
に
も
明
ら
か
で

あ
る
。

●
日
中
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
間

の
貿
易
構

造表
１
は
日
中
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の
二

○
○
五
年
に
お
け

HS の 21分類番号および分類名 日本⇔中国 中国⇔アセアン アセアン⇔日本 貿易額計 シェア

16 機械・電気機器類（含：部
分品） 393 514 451 317 410 213 2,297 48.5％

15 卑金属・製品 63 114 19 52 110 28 385 8.1％
05 鉱物性生産品 40 15 60 32 3 193 344 7.3％
11 紡織用繊維・製品 206 37 8 24 7 12 294 6.2％
06 化学工業生産品 39 89 39 29 46 19 260 5.5％
07 プラスチック・ゴム・製品 27 61 63 11 39 34 236 5.0％
18 光学・精密機器類 40 90 14 13 32 16 204 4.3％
17 輸送機械 16 46 1 8 78 8 157 3.3％
20 雑品 72 6 1 9 4 12 103 2.2％
04 調製食料品・飲料・タバコ等 45 1 2 6 1 23 79 1.7％
01 動物及び動物性生産品 19 2 1 2 2 37 62 1.3％
09 木材・木炭・コルク・製品 17 0 12 2 0 29 60 1.3％
02 植物性生産品 22 0 10 10 1 11 53 1.1％

13 石、セメント、陶磁やガラ
ス製品 17 11 2 6 6 6 47 1.0％

10 木材パルプ等、紙製品 7 12 11 3 6 6 45 1.0％
12 履き物、帽子、傘等 30 0 0 3 0 2 36 0.8％
08 皮革・毛皮・これらの製品 24 1 2 2 0 1 31 0.6％
03 動物性・植物性の油脂等 0 0 20 0 0 4 25 0.5％
14 貴金属・製品等 3 2 1 3 8 5 21 0.5％
21 美術品、収集品及び骨董 0 0 0 0 0 0 0 0.0％
19 武器等 0 0 0 0 0 0 0 0.0％

計 1,078 1,002 718 532 753 656 4,740 100.0％

表１　日中アセアンの貿易の流れ� （2005 年 , 億ドル）

（出所）Trade AtLas データベースより筆者作成。
（注）表頭の日は日本、中は中国、アはアセアン５カ国（インドネシア、マレーシア、

フィリピン、シンガポール、タイ）

100％

80％

60％

40％

20％

0％
90年 95年

中国・日本
アセアン・日本
アセアン・中国
アセアン

00年 05年

図１　「中・日・ア」域内貿易比率（貿易総額）
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（A） （B） （C） （D） （E）

HS コード
コード名あるいは例示品目

2004 年の中国市場の大きさ及び 5
年間の伸び

ASEAN からの輸出
（2004 年の額、欄 B に占めるシェア）

日本からの輸出
（2004 年の額、欄 B に占めるシェア）

競争国間のシェアの大小と関係（2004 年時降順）
と、近年 5 年間の各国のシェアのトレンド
（2000 年、2002 年、2004 年の順）

HS8471　自動データ処理機械（アナログ式、ハ
イブリッド式、ディジタル式（含む携帯用）、印
刷装置、表示装置、記憶装置）

145 億ドル、3.2 倍 2 位（61 億ドル、41.9％） 15 位（9 億ドル、6.5％）

ASEAN 26.0％ 28.1％ 41.9％
原産地中国 7.6％ 14.3％ 22.8％
米国 27.9％ 21.9％ 8.7％
日本 8.9％ 8.1％ 6.5％
ＥＵ 6.0％ 7.1％ 6.0％
韓国 8.8％ 8.6％ 6.0％
台湾 8.2％ 8.5％ 5.2％

HS8473　タイプライター、ワードプロセッサ、
ポケットサイズの計算機等、事務用機器（自動紙
幣支払機等）の部分品、付属品

143 億ドル、2.6 倍 4 位（21 億ドル、14.9％） 4 位（26 億ドル、18.2％）

原産地中国 13.7％ 24.5％ 35.1％
日本 18.2％ 15.6％ 18.2％
ASEAN 29.5％ 21.1％ 14.9％
台湾 13.0％ 17.3％ 10.5％
韓国 3.3％ 4.9％ 9.4％
米国 8.7％ 5.4％ 3.8％
ＥＵ 5.4％ 3.8％ 3.0％

HS8477　射出成形機、押出成形機、吸い込み成
形機、真空成形機及びその他の熱成形機等 32 億ドル、2.4 倍 12 位（11 億ドル、34.3％）

ＥＵ 23.6％ 33.6％ 35.2％
日本 27.8％ 28.5％ 34.3％
台湾 29.3％ 21.9％ 13.7％
韓国 4.6％ 4.7％ 6.5％

HS8504　トランスフォーマー、スタティックコ
ンバータ（例えば整流器）及びインダクター） 45 億ドル、2.4 倍 17 位（8 億ドル、17.5％）

原産地中国 14.4％ 23.6％ 32.7％
日本 20.6％ 16.1％ 17.5％
ＥＵ 16.1％ 15.6％ 11.7％
台湾 13.2％ 13.2％ 9.0％
韓国 10.4％ 8.8％ 7.6％
ASEAN 5.3％ 6.1％ 7.1％
米国 5.9％ 6.2％ 6.5％

HS8507　蓄電池 31 億ドル、4.0 倍 9 位（14 億ドル、45.6％）

日本 52.2％ 49.3％ 45.6％
原産地中国 13.0％ 20.8％ 24.6％
韓国 0.5％ 7.6％ 10.5％
台湾 3.9％ 8.7％ 9.8％
ASEAN 6.1％ 1.8％ 3.4％

HS8517　電話機及びビデオフォン、ファクシミ
リ、テレプリンター 35 億ドル、0.7 倍 16 位（5 億ドル、14.4％）

ＥＵ 36.6％ 24.5％ 36.6％
米国 37.3％ 32.3％ 16.2％
ASEAN 1.8％ 8.2％ 14.4％
原産地中国 1.0％ 4.9％ 10.8％
日本 9.5％ 5.4％ 4.8％

HS8525　無線電話（電信）用、ラジオ放送用ま
たはテレビジョン用の送信機器 40 億ドル、2.1 倍 14 位（10 億ドル、24.6％）

日本 23.1％ 16.6％ 24.6％
韓国 6.6％ 59.2％ 23.9％
原産地中国 0.0％ 0.6％ 19.6％
台湾 13.0％ 10.4％ 11.5％
ＥＵ 36.4％ 6.7％ 8.5％
ASEAN 6.8％ 0.7％ 7.7％
米国 11.8％ 4.1％ 1.2％

HS8529　アンテナ（反射器）、TV 受像器用チュ
ーナー、FM チューナー 124 億ドル、3.4 倍 10 位（9 億ドル、7.3％） 2 位（30 億ドル、24.5％）

日本 21.9％ 22.1％ 24.5％
韓国 5.0％ 14.5％ 24.0％
原産地中国 4.2％ 8.0％ 22.6％
ＥＵ 45.3％ 17.0％ 7.4％
ASEAN 7.2％ 7.3％ 7.3％
台湾 3.0％ 6.6％ 7.0％

HS8532　固定式、可変式又は半固定式コンデン
サー 38 億ドル、2.3 倍 8 位（14 億ドル、36.6％）

日本 36.3％ 34.9％ 36.6％
台湾 18.9％ 20.6％ 18.8％
原産地中国 7.8％ 11.4％ 13.8％
ASEAN 5.5％ 8.4％ 10.6％
韓国 11.4％ 10.1％ 7.4％

HS8534　プリント回路 51 億ドル、3.2 倍 18 位（7 億ドル、14.5％）

台湾 19.3％ 29.9％ 33.7％
原産地中国 8.7％ 18.1％ 25.2％
日本 25.0％ 21.9％ 14.5％
韓国 6.6％ 11.1％ 11.9％
ASEAN 23.4％ 7.2％ 6.7％

HS8536　スイッチ、継電器、ヒューズ、プラグ、ソ
ケット、ランプホルダー及び接続箱。使用電圧が
1000ボルト以下のものに限る。

45 億ドル、2.8 倍 11 位（12 億ドル、26.9％）

日本 28.4％ 27.9％ 26.9％
原産地中国 7.6％ 15.8％ 26.3％
ＥＵ 20.8％ 15.4％ 12.3％
台湾 11.5％ 10.9％ 8.5％
米国 9.7％ 7.5％ 7.2％
ASEAN 5.0％ 5.7％ 5.8％
韓国 6.0％ 6.3％ 5.1％

HS8540　テレビジョン受像用陰極線管、データ
グラフィックディスプレイ管、マイクロ波管（例え
ばオーブン用のもの）

30 億ドル、1.0 倍 17 位（5 億ドル、16.7％）

韓国 40.9％ 48.0％ 40.9％
原産地中国 3.8％ 9.8％ 16.9％
ASEAN 12.4％ 8.8％ 16.7％
日本 17.0％ 18.3％ 15.7％
台湾 18.3％ 8.1％ 3.2％

HS8541　半導体：ダイオード、トランジスター、
光電性半導体ディバイス、発光ダイオード 98 億ドル、2.7 倍 7 位（17 億ドル、17.7％） 1 位（31 億ドル、32.2％）

日本 33.0％ 29.3％ 32.2％
ASEAN 10.7％ 14.8％ 17.7％
台湾 17.2％ 15.8％ 17.3％
原産地中国 5.5％ 9.8％ 13.0％
韓国 8.6％ 6.4％ 6.8％
ＥＵ 8.1％ 3.7％ 3.6％
米国 7.5％ 11.6％ 2.9％

HS8542　記憶素子（DRAM,SRAM,ROM）、マイク
ロコンピュータ（MPU,MCU,MPR） 614 億ドル、4.5 倍 1 位（174 億ドル、28.4％）

ASEAN 19.1％ 25.9％ 28.4％
台湾 17.1％ 22.6％ 23.9％
日本 25.4％ 22.2％ 14.9％
韓国 8.9％ 8.1％ 13.6％
米国 7.7％ 6.1％ 5.7％

表2　ASEAN及び日本からの中国への主要輸出品目に関する中国市場での棲み分けと競争関係（機械・電気機器類）

（出所）Trade Atlas データベースから筆者作成。（Ｃ）（Ｄ）欄の順位は ASEAN および日本の対中輸出上位 20 品目中の順位。
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中
国
の
輸
入
総
額
で
見
る
と
、
二
○
○
○
年
か

ら
二
○
○
四
年
の
五
年
間
で
の
輸
出
市
場
と
し
て

の
中
国
市
場
の
大
き
さ
は
二
二
五
一
億
ド
ル
か
ら

五
六
○
八
億
ド
ル
へ
と
二
・
五
倍
に
拡
大
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
日
本
の
シ
ェ
ア
の
伸
び
は
二
・

三
倍
で
あ
っ
た
。
中
国
市
場
の
拡
大
以
上
に
輸
出

シ
ェ
ア
（
中
国
の
輸
入
に
占
め
る
シ
ェ
ア
）
を
伸

ば
し
た
国
・
地
域
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
二
・
九
倍
、

韓
国
が
二
・
七
倍
、
台
湾
が
二
・
五
倍
で
あ
り
、

Ｅ
Ｕ
（
二
・
二
倍
）、
米
国
（
二
・
○
倍
）、
香
港

（
一
・
三
倍
）
は
日
本
と
同
様
に
相
対
的
に
は
シ

ェ
ア
の
後
退
を
見
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、

主
要
品
目
の
中
国
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
競
争
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

紙
幅
の
制
約
の
た
め
機
械
・
電
気
機
器
類
に
つ
い

て
の
み
シ
ェ
ア
競
争
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

表
２
は
、
日
本
お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
二
○
○

四
年
対
中
輸
出
で
上
位
二
○
品
目
（
Ｈ
Ｓ
四
桁
レ

ベ
ル
）
の
う
ち
、
機
械
・
電
気
機
器
類
に
属
す
る

品
目
に
着
目
し
、
二
○
○
○
年
、
二
○
○
二
年
と

比
較
し
て
輸
出
市
場
と
し
て
の
中
国
の
拡
大
率
、

そ
こ
で
の
各
国
・
地
域
の
輸
出
競
争
（
シ
ェ
ア
）

の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
機
械
・
電

気
機
器
類
に
は
日
本
の
対
中
輸
出
額
の
上
位
二
○

品
目
の
う
ち
一
一
品
目
が
含
ま
れ
、
同
時
に
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
も
上
位
二
○
品
目
の
う
ち
七
品
目
が
含
ま

れ
る
と
い
う
両
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
分
野
で
あ

る
。そ

の
中
で
、
市
場
が
大
き
く
か
つ
五
年
間
で
の

規
模
拡
大
が
大
き
か
っ
た
六
品
目
に
つ
い
て
、
輸

出
シ
ェ
ア
競
争
の
変
化
の
特
徴
を
み
よ
う
。

①
記
憶
素
子
・
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
日

本
の
後
退
↓
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
台
湾
の
競
争
へ
）

②
自
動
デ
ー
タ
処
理
機
械
（
米
国
の
後
退
↓
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ェ
ア
大
幅
拡
大
で
競
争
首
位
）

③
ア
ン
テ
ナ
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
Ｅ
Ｕ
の
大
幅
な

後
退
↓
韓
国
が
台
頭
し
日
本
と
の
競
争
へ
）

④
半
導
体
関
係
（
日
本
の
シ
ェ
ア
三
割
で
首
位

不
変
、
Ｅ
Ｕ
・
米
国
が
後
退
↓
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
拡

大
・
台
湾
と
二
位
競
争
）

⑤
プ
リ
ン
ト
回
路
（
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
後

退
↓
台
湾
の
興
隆
へ
）

⑥
蓄
電
池
（
日
本
単
独
首
位
だ
が
市
場
シ
ェ
ア

は
減
少
傾
向
）

こ
の
よ
う
に
日
本
に
と
っ
て
中
国
へ
の
主
要
な

輸
出
品
目
で
あ
り
な
が
ら
、
競
合
国
と
比
較
し
て

み
る
と
、
必
ず
し
も
日
本
が
優
位
に
あ
る
と
は
い

え
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

●
日
中
貿
易
自
由
化
、
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ

Ａ
に
む
け
て

日
本
企
業
に
と
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は

特
に
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
先
に
見
た
と
お
り
、

こ
の
三
地
域
間
の
貿
易
は
機
械
・
電
気
機
器
類
が

過
半
を
占
め
産
業
内
分
業
（
あ
る
い
は
企
業
内
分

業
）
の
進
展
を
示
し
て
お
り
、
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
、

日
中
間
で
の
貿
易
も
加
速
化
し
て
い
る
。
特
に
前

者
は
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
物
品
に
関
す
る
関
税
の
引
き

下
げ
の
開
始
で
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
三
地
域
間
で
は
日
本
が
優
位
に
あ
る

と
見
ら
れ
る
高
技
術
工
業
品
の
分
野
で
も
、
世
界

に
お
け
る
対
中
国
へ
の
輸
出
競
争
で
見
る
と
必
ず

し
も
そ
の
地
位
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
Ａ
Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ａ
が
存
在
す
る
現
在
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
中

国
側
に
貿
易
障
壁
が
存
在
す
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

に
移
転
し
て
中
国
へ
の
輸
出
を
考
え
る
の
も
一
つ

の
戦
略
で
あ
る
。
そ
の
時
、
中
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｆ

Ｔ
Ａ
は
質
の
高
い
も
の
、
す
な
わ
ち
全
て
の
品
目

に
わ
た
っ
て
ゼ
ロ
に
近
い
関
税
と
な
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
外
品
目
も
多

く
、
必
ず
し
も
質
の
高
い
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
は
い
わ
れ
て

い
な
い
以
上
の
点
に
鑑
み
て
、
日
中
貿
易
の
自
由

化
、
ひ
い
て
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
実
現
は
質
の
高
い
レ
ベ

ル
で
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
一
次
産
品
や

軽
工
業
品
で
は
日
本
に
と
っ
て
懸
念
さ
れ
る
点
で

は
あ
る
が
、
日
本
の
経
済
全
体
か
ら
見
る
と
そ
う

し
た
品
目
（
産
業
）
へ
の
輸
入
依
存
度
は
小
さ
い
。

実
際
、
日
本
の
総
輸
入
で
す
ら
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
一

○
％
程
度
で
あ
る
（
二
○
○
四
年
）。
一
方
、
中

国
は
日
本
同
様
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
天
然
資
源
を
依
存

し
て
い
る
こ
と
は
貿
易
で
も
確
認
で
き
た
。
そ
う

し
た
経
済
環
境
の
中
で
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
戦
略
的
に
結
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
本
も
来
る
べ
き
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
形
成
を
み
す

え
て
、
必
要
な
国
内
の
産
業
構
造
調
整
や
制
度
面

を
整
え
な
が
ら
、
開
放
す
べ
き
分
野
は
開
放
す
る

時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（ 

た
ま
む
ら　

ち
は
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

総
括
審
議
役
）
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図２　「中・日・ア」域内貿易比率（中間財）
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